
１．大学で数学を学ぼうと思ったきっかけは何でしょうか． 

高校生の時に指導していただいた数学科出身の先生の影響です。 

 

２．本学理学部第二部に改めて入学されたきっかけと理由は何でしょうか． 

現役で入学した大学では応用数学に力を入れていましたが、3 年生の時にもっと純

粋数学を学びたいと思ったのがきっかけです。特に本学を希望した理由は他の私立

大学より学費が安く、編入制度があったからです。 

 

３．夜間部に在籍して，得をしたこと，良かったこと，困ったこと，苦労したことなど

ありましたら教えてください． 

良いところは上でも述べましたが、学費の安さや自由な時間が多いところです。 

苦労したことは、私は朝型なので新しい生活リズムに慣れるのに少し時間がかかっ

たことです。 

 

４．アルバイトはされていましたでしょうか．されていた場合，大よその業種や勤務時

間帯を教えて下さい． 

主に某フランチャイズの学習塾でアルバイトをしていました。 

３年生までは 11 時〜13 時の週 4 日、４年生からは 16 時〜20 時の週 2 日です。 

なるべく授業期間中のアルバイトは最小限にしていました。その代わりに長期休み

は上のアルバイトに加えて、短期で採点のアルバイトやアパレルでアルバイトをし

ていました。 

 

５．アルバイトをされていた場合，アルバイトと学業の両立は難しくなかったですか．

苦労されたことなどありましたら教えてください． 

特に院試前はアルバイトの時間すらもったいなく感じてストレスが溜まり、とても

辛かったです。 

 

６．大体で構いませんので，4 年生の一日のライフスタイルを教えて下さい． 

1 日予定の無い日は、 

起床→ゼミの準備→昼食→散歩→大学の図書館でゼミの準備→帰宅→夜食→ゼミの

準備→就寝 

です。 

 

 

 

 



７．佐藤研究室（代数学研究室）を志望した理由をお聞かせください． 

位相幾何学に興味があったからです。 

 

８．どうして今の専門分野に興味を持たれたのでしょうか． 

入学当初は微分幾何学を専攻したいと思っていましたが、代数学の面白さに気づき

それを生かせる位相幾何学を専攻することに決めました。 

 

９．大学院を目指されたきっかけは何でしょうか．また，大学院進学先をどのように選

びましたか． 

もっと数学をやりたいなと思ったのがきっかけです。 

私の場合はまず経済的な理由から国公立大学に絞って決めました。その中から各大

学の院試説明会に参加したり、佐藤先生からアドバイスをいただいたりして決めま

した。大学院進学を考えている人は大学によって説明会の時期もまちまちなので、

こまめに HP 等をチェックした方が良いと思います。 

 

１０． 大学院進学に向けてどのような勉強をしてきましたか．勉強の方法，時間，

各年次ごとに学修した分野など，大まかで構いませんので教えてもらえるとうれし

いです． 

本学には２年次編入で入学したので、２年生の時に数学の基礎科目を中心に履修し

ていました。主に講義や演習の復習に力を入れていました。 

3 年生になってからは院試の過去問を色々集めて目を通していました。院試は大体

基礎科目と専門科目の２つの試験を受けるのですが、まずは基礎科目を仕上げるた

めに演習数学ライブラリの問題集を使って問題を速く解く練習をしました。大学数

学はじっくり考えることがとても大事ですが、院試では計算力や問題を時間内に解

く能力も求められるので大学受験のようにある程度の量をこなすことも大事だと思

います。専門科目については受験する大学の過去問を使って対策をしていました。 

今振り返ると 2 年生のうちに基礎科目をしっかり固めた方が良かったなと思います。

（大学院進学をしない人も）3 年生になると講義の内容も難しくなるので、基礎が

しっかり身に付いていれば理解もより深まるし、選択肢も広がると思います。 

 

１１． これまでに読んだ専門分野に関する文献を教えてください． 

主に以下の３冊を読んでいました。 

[1]桝田幹也、『代数的トポロジー』、朝倉書店、2002 

[2]田村一郎、『トポロジー』、岩波書店、1972 

[3]松本幸夫、『トポロジー入門』、岩波書店、1985 

 



 

１２． 分からない問題が出てきたらどうしていますか． 

諦めずに考え続けます。基本的には図書館で参考文献を読んだり、繰り返し復習し

たりしますが、思い切って先に進めて全体像を掴むことで理解できる時もあります。 

 

１３． いつも卒研ゼミの予習にはどのくらいの時間を掛けていますか．また，ど

のような方法で準備をしていましたか． 

隔週で発表だったので、大体最初の１０日間は本を読み進めて残りの２、3 日で発

表用のノートを作成していました。 

準備の方法については佐藤先生の HP にもある「セミナーの準備と発表の仕方」を

参考にしていました。 

 

１４． 自分が行ったゼミの発表で一番印象深かったことは何ですか． 

特異ホモロジー群の切除定理の証明です。とても苦労しましたが、それまでの総復

習にもなったのでとても良い勉強になりました。 

 

１５． ノートの準備，発表や板書の仕方で工夫したことは何ですか． 

特に私は人前で発表するのが苦手だったので、毎回最低一回は発表のリハーサルを

行なっていました。実際に声を出して練習をした方が当日あまり緊張せずにできる

気がします。  

 

１６． この先，大学院ではどのような研究がしたいですか． 

研究をする段階まで行くのにまだまだ長い道のりになりそうですが、曲面の写像類

群に興味があります。 

 

１７． 将来はどのような進路を考えていますか． 

博士課程に進学したいと考えています。 

 

１８． 博士課程を目指されるきっかけや，理由，及び意気込みなどをお聞かせく

ださい． 

実はずっと博士課程への進学には憧れていたのですが、周りの厳しい意見や優秀な

学生、既に社会に出て活躍している友人達を見て尻込みをしていました。しかし学

部 4 年生の数学漬けな日々はとても大変でしたがそれ以上に楽しく、将来の不安よ

りも数学が好きという気持ちが勝ったことがきっかけです。 

 

 



１９． 研究職へ就くことも視野にいれていますか．その場合，研究者になりたい

と思ったきっかけは何でしょうか． 

トポロジストになって生涯に渡り数学の研究を続けたいです。佐藤先生や院試説明

会でたくさんの数学者の方からお話を伺う機会がありました。自身の研究に没頭し、

世界で活躍されている姿を見て強い憧れをもったのが研究者になりたいと思ったき

っかけです。 

 

２０． 研究者への道は大変厳しく，卓越した業績もさることながら運も必要で

す．それでも目指したいと思う心構えはありますか．  

あります。 

 

２１． どんな研究者になりたいですか． 

私らしい研究者になりたいです。 

 

２２． 尊敬する数学者，もしくは理想の数学者はいますか．その理由もお聞かせ

ください． 

森田茂之先生です。森田先生の講義は私にとって少し難しかったのですがとにかく

毎回出席するのが楽しみでした。 

また位相幾何学を知るきっかけになったのが川久保勝男先生の本だったので、川久

保先生には一度お会いしたかったです。 

 

２３． これまで学修した数学で最も美しいと思う定理は何ですか．その理由も

お聞かせください． 

一つに絞るのがとても難しいですが、幾何学に興味を持つきっかけになったのが微

分幾何学の講義で知ったガウスの驚異の定理です。ガウスが驚異の定理に辿り着く

まで実際に辿ったであろう道筋で進めるというとても面白い講義で、曲面のガウス

曲率の正体を知った時の衝撃が大きかったです。 

 

２４． これから大学で理学を学ぼうと考えている方々に，理科大の夜間部を勧

めるとしたらどのようなところでしょうか.もしくは，こうすればもっと理科大の夜

間部が良くなりそうだと思うようなところはありますか. 

理学を学びたくても時間や経済的にあまり余裕がない人、また私のようにもう一度

学び直したい人にとって門戸が広く、落ち着いて学べる環境が整っているところで

す。欲を言えば私は３年生の時、専門分野を決めるのにとても悩んでいたので研究

室紹介ガイダンスの他にゼミの見学期間や４年生に対する質問コーナーがあったら

もっと良かったなと思います。 



 

２５． 理学部第二部に在籍して得たものは何ですか． 

学ぶことの楽しさや諦めずに考え抜く力です。 

 

２６． （後輩たちに一言）佐藤研（代数学・位相数学系）で卒業研究に配属を希

望している方への心構えやアドバイスなどありましたら自由にお書きください． 

佐藤先生は学生一人一人に対し、懇切丁寧な指導をして下さる数少ない先生の一人

です。それ故私たち学生も数学に対し一生懸命に取り組む姿勢が要求されます。 

位相幾何学や代数学に興味がある人はもちろんですが、卒業までに数学をしっかり

やってみようかなと思う人にとって佐藤研はとてもおすすめだと思います。 

 

２７． その他．以上のほかに特記したいことがありましたら自由にお書きくだ

さい． 

このアンケートは私自身にとって今までの振り返りや今後について考えるとても良

いきっかけとなりました。このような貴重な機会を与えていただき、誠にありがと

うございます。またこのアンケートが少しでも誰かの参考になれば幸いです。 

ありがとうございました。 

                             

以 上 


